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まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111 内線 243・244

　飯山市の歴史的シンボルであり、「まちなか観光」の核とな
るべき城山公園の整備について、昨年５月に発足した城山公
園整備計画策定委員会（千坂経悦委員長）と飯山市は、3月
26 日、城山公園整備基本計画を策定しました。

歴史と自然に彩られた  ふるさと飯山  まちづくり

城山公園

場　所 番号 整　備　内　容

城　門～
弓道場

① 三年坂・園路整備
② 桜井戸外構整備
③ 園路改修・園路沿い修景

外周路 ④ 未整備区間新設
ポケットパーク ⑤ 植栽再整備

西　口

⑥ 入園路整備 _美装化
⑦ 入口広場整備
⑧ 案内 ･休憩所への改修
⑨ 身障者駐車場等整備

西曲輪 ･帯曲輪 ⑩ 西曲輪 ･帯曲輪広場 ･園路 ･遊具等整備

切岸南側 ⑪ 柵整備
⑫ 広場整備 ･切岸整備 ･細園路化

三ノ丸 ⑬ 広場 ･園路 ･休憩施設整備
本　丸 ⑭ 枡形 ･石垣補修　石垣復元（調査等）

全　域

城門復元（調査から着手）
電設管等整備
照明柱 (園路灯 ) 整備
間伐
給水施設
サイン整備
石碑移設・遺構調査

⑤

⑥

⑦

⑪

⑨ ⑧
⑫

場　所 番号 整　備　内　容

北　口 ⑮ 北入口広場整備
⑯ 大型バス回転 ･駐車スペース整備

土　塁 ⑰ 植栽更新
城門～弓道場 ⑱ 弓道場前広場 ･修景植栽
外周路 ⑲ 整備済み区間改修・全面舗装
西　口 ⑳ 入園路整備 _美装化

西曲輪 ･帯曲輪
㉑ 柵整備
㉒ 西館門・西館復元 (展示館）
㉓ 西館礎石表示

切岸東側 ㉔ 植栽整備 ･石階段改修
三ノ丸 ㉕ 二重櫓、三ノ丸門、塀整備

ニノ丸 ㉖ 芝生広場 (礎石展示含む）
㉗ 塀、二ノ丸門、柵整備

本　丸

㉘ 広場整備
㉙ 石垣復元
㉚ 柵、塀、本丸門整備
㉛ 二重櫓整備

南大手門
32 駐車場 ･広場・園路整備
33 進入路整備
34 堀 (石垣）、南大手門、橋整備

全　域 石碑移設・遺構調査

⑩

⑳

㉓

②
①

③

④

⑭

⑬

⑮
⑯

⑰

⑲

㉑㉔

㉕

㉖
㉗

㉘

㉙
㉛
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城山公園短期整備内容（4年後まで） 城山公園中期整備内容（15年後まで）

城山公園からの眺望イメージ
　樹木の伐採や桜の生育状況を踏まえた
間伐を行うことで、歴代城主が眺めた往
時を偲ばせる空間づくりを行う。

34 南大手門の復元イメージ
　今後、史料の収集や調査を経て、
　江戸時代末期の姿へ復元
　イメージ図は、南中門（現弓道
　場入口）を参考に再現。

　
「
整
備
基
本
方
針
」
に
基
づ
き

検
討
、
策
定
さ
れ
た
整
備
計
画

で
は
、
新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
す

る
平
成
27
年
度
ま
で
の
４
年
間
を

「
短
期
整
備
期
間
」。
平
成
38
年
度

ま
で
の
15
年
間
を
「
中
期
整
備
期

間
」
と
し
て
計
画
を
ま
と
め
、
江

戸
時
代
末
期
の
遺
構
復
元
を
目

指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
史
実
に
基
づ
い

て
整
備
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

短
期
整
備
期
間
で
は
、
現
市
民

会
館
の
移
転
に
伴
う
跡
地
（
芝
生

広
場
）
や
公
園
内
の
動
線
（
遊
歩

道
等
）
の
整
備
、
景
観
の
確
保
を

図
る
た
め
、
樹
木
の
伐
採
や
枝
打

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
石
垣
の

復
元
や
補
修
、
切
岸
、
曲
輪
の
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
江
戸
時
代

末
期
の
姿
へ
の
基
盤
整
備
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
遺
構
調
査
や
史
料

の
収
集
整
理
を
進
め
る
こ
と
で
、

城
門
や
二
重
櫓
な
ど
の
復
元
作
業

に
着
手
し
ま
す
。

　

中
期
整
備
で
は
、
建
築
物
な

ど
の
復
元
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
堀
な
ど
の
外
周
の
整
備
も

進
め
、
城
跡
に
か
か
わ
り
の
薄
い

施
設
等
の
移
転
や
移
設
な
ど
を
行

い
、
城
郭
と
し
て
の
姿
を
形
成
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
す

る
平
成
27
年
は
、
飯
山
城
築
城

４
５
０
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
に
城
郭
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

一
層
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

西曲輪から本丸を望む
　現市民会館前児童公園南側からの眺望イメージ。
　本丸・三の丸の二重櫓や門、塀、柵などを史料に
　基づいて復元するなど、飯山市の歴史的シンボル
　として 15年後までの整備を目指す。

● ●

㉚
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⑱

㉒

●

●

短期整備か所
～4年後（平成27年度）

中期整備か所
～ 15年後（平成 38年度）

整備イメージ（南西側から）

整備イメージ（北側から）

整備基本計画
策定

【整備基本方針】
①江戸時代末期の姿へ復元
②飯山城の魅力回復により来訪者を飯山の歴史・文化
　で魅了
③四季を肌で感じることのできる「和」の公園
④桜が咲き明るく美しい自然豊かな飯山城への再生
⑤一年を通じてみんなが楽しめる城山へ
⑥歴史や文化の情報を発信する拠点づくり

飯
山
城
関
係
資
料
を

お
貸
し
く
だ
さ
い

　

城
山
公
園
整
備
に
あ
た
り
、
昭
和
初
期
以
前
の
歴
史
資
料

を
探
し
て
い
ま
す
。
特
に
本
丸
等
に
存
在
し
た
二
重
櫓
な
ど
、

建
築
物
に
関
す
る
資
料
や
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、
ま
ち
づ

く
り
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

34

江
戸
時
代
末
期
の
姿
へ
の
復
元
を
目
指
し
て

※城山公園整備策定委員会の状況や計画書は、飯山市ホームページからご覧いただけます。

※中期整備イメージ



　

飯
山
市
の
平
成
24
年
度
予
算

が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決

成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
３
４
億
１
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
対
比
１
．
４
㌫
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
、
市
税

を
前
年
よ
り
５
千
万
円
減
と
な
る

22
億
５
千
万
円
を
計
上
、
交
付
税

を
前
年
度
か
ら
１
億
５
千
万
円
減

額
の
54
億
円
で
計
上
し
、
不
足
分

を
市
債
お
よ
び
繰
入
金
で
対
応
す

る
予
算
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、後
期
基
本
計
画
の「
４

つ
の
柱
」
と
過
疎
計
画
に
基
づ
く

具
体
的
な
事
業
を
中
心
に
、
新

幹
線
駅
開
業
に
向
け
た
施
設
整

備
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
新
幹

線
関
連
事
業
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
や
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援

施
策
を
引
き
続
き
行
い
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
等
の
市
民
生
活
に

密
着
し
た
事
業
な
ど
を
中
心
に
、

事
務
事
業
評
価
結
果
に
よ
る
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
構
成
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
、
基

幹
と
な
る
収
入
が
減
少
す
る
状
況

で
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り

効
率
的
に
、
そ
し
て
地
域
が
活
性

化
す
る
よ
う
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
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平成24年度
一 般 会 計

 依存
財
源
　
68.8％　　　　　　

　　
 自
主
財
源
　

31
.2％

地方交付税
54億円
（40.3％  ※ 2.7％⬇）

国庫支出金
11億 6,583万円
（8.7％  ※ 0.5％⇧）

市　債（借入金）
16億 6,230万円
（12.4％  ※ 41.0％⇧）

県支出金
　5億 3,515万円
（4.0％  ※ 2.4％⬇）

地方譲与税、利子割交付金、配当交付金、株式等譲
渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税
交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
　4億 6,830万円
（3.5％　※ 7.1％⬇）

諸収入
10億 5,737万円
（7.9％　※ 26.0％⬇）

分担金および負担金、使用料および手数
料、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金
　8億 7,103万円
（6.5％ ※　6.2％⬇）

市　税
22億円 5,000万円
（16.8％　※ 2.2％⬇）

 義務的
経
費
　
  　
 投資的経費            

     
    
    
    
    
    
    
     

  　　　

歳 出
（性質別）

134.1億円
（※ 1.4％⬇）

人件費
19億 4,139万円
（14.5％  ※ 5.8％⬇）

扶助費
13億 7,871万円
（10.3％  ※ 7.2％⬇）

公債費
13億 6,811万円
（10.2％ ※ 12.9％⬇）

建設事業費
22億 2,073万円
（16.6％ ※ 11.9％⇧）物件費

15億 2,089万円
（11.3％  ※ 1.3％⇧）

補助費
15億 1,310万円
（11.3％ ※ 12.5％⇧）

出資金・貸付金
9億 5,720万円
（7.1％  ※ 19.3％⬇）

繰出金
18億 9,127万円
（14.1％  ※ 1.0％⇧）

その他
6億 1,860万円
（4.6％  ※ 4.4％⇧）

会　計　名 予算額 前年比 会　計　名 予算額 前年比
公共下水道事業特別会計 8億 5,835 万 2.0％⬇　 農業集落排水事業特別会計 3億 3,330 万 2.6％⬇　
国民健康保険特別会計 25億 5,721 万 1.2％⇧　 介 護 保 険 特 別 会 計 25億   266 万 6.7％⇧　
特 定 環 境 保 全
公共下水道事業特別会計 3億 7,249 万  2.6％⬇　 ケ ー ブ ル

テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 2億 9,242 万 16.7％⇧　

福祉企業センター特別会計 5,797 万 16.5％⬇　 後期高齢者医療特別会計 2億 4,916 万 10.9％⇧　
簡 易 水 道 等 特 別 会 計 2億   752 万 7.2％⬇　
介 護 サ ー ビ ス 事 業 710万 19.4％⇧　 水 道 事 業 会 計 9億 5,200 万 13.0％⇧　

特別会計等の予算

と
も
に
手
を
取
り
合
い

　

活
気
あ
る
飯
山
市
に

歳 入
134.1億円
（※ 1.4％⬇）

予算項目 予算額 前年比
議 会 費 1億 3319万円 11.0％ ⬇
総 務 費 13億 8805万円 1.3％ ⇧
民 生 費 30億 6294万円 0.2％ ⬇
衛 生 費 8億 2477万円 2.6％ ⇧
農林水産業費 5億 7229万円 1.9％ ⬇
商 工 費 9億 8135万円 11.7％ ⬇
土 木 費 34億 5399万円 7.1％ ⇧
消 防 費 5億 0999万円 16.4％ ⇧ 
教 育 費 11億 0965万円 12.9％ ⬇
災害復旧費 50万円 12.4％ ⇧
公 債 費 13億 6829万円 12.9％ ⬇
予 備 費 500万円 0％ ⇨
歳 出 合 計 134億 1000万円 1.4％ ⬇

（1万円未満 四捨五入）

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）
S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

130 億円

150億円

110億円

90億円

70億円

一般会計当初予算　134 億 1,000 万円
一般会計・特別会計・水道事業会計の総予算
約 218 億 17 万円 予算

一般会計当初予算の推移

ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
行
政
需
要
の
多
様

化
・
複
雑
化
と
、
経
済
情
勢
に
よ
る
職
員
数
の
抑
制
も
あ
り
、

職
員
の
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
対

応
と
し
て
、
人
材
育
成
と
目
標
管
理
・
人
事
評
価
を
並
行
し

て
行
う
こ
と
で
、
一
体
的
な
職
員
の
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
の
裏
づ
け
と
な
る
飯
山
市
の
財
政
状
況
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
期
財

政
推
計
を
策
定
し
、
事
業
の
選
択
と
重
点
配
分
を
す
る
こ
と

で
、
後
期
基
本
計
画
の
「
４
つ
の
柱
」
と
公
約
５
項
目
、
過

疎
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
中
心
に
、
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

施
設
整
備
な
ど
の
新
幹
線
関
連
事
業
、
飯
山
市
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
」、
第
３

子
以
降
保
育
料
等
の
無
料
化
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
を
引
き
続
き
実
施
し
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
予
算
計
上
し
な
が
ら
な
が
ら
も
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
飯
山
市
は
、
新
幹
線
開
業
を
中
心
と
し
た
新
た

な
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
未
来
の
飯
山
市
を
決

定
づ
け
る
こ
の
時
期
に
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
と

手
を
取
り
合
い
、
共
に
努
力
す
る
こ
と
で
、
活
気
あ
る
飯
山
市

を
実
現
さ
せ
、
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
次
世
代
に
引
き
継
げ

る
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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飯
山
市
長　

足
立
正
則

　

平
成
18
年
以
来
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
市
内
で
は
、
３
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
多
く
の
負
傷
者
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
変
な
豪
雪
と
な
っ
た
年
明
け
で
し
た
が
、
１
月
23
日
に

は
飯
山
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
の
開

催
や
「
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周
年
誌
」
が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

１
０
０
周
年
を
節
目
と
し
て
、先
人
の
功
績
に
敬
意
を
は
ら
い
、

雪
と
ス
キ
ー
と
い
う
地
域
資
源
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
24
年
３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平
成
24

年
度
予
算
が
可
決
成
立
し
、
新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
２
回
目
の
新
年
度
と
な
る
平
成
24
年
度
は
、
新

幹
線
開
業
に
向
け
た
広
域
観
光
の
推
進
、
農
業
振
興
、
人
材

育
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
観
光
に
つ
い
て
は
、「
信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携

会
議
」
の
事
務
局
と
し
て
「
広
域
観
光
推
進
室
」
を
経
済
部

に
新
設
し
、
新
幹
線
駅
開
業
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
や
観
光
資
源
の
強
化
・
開
発
な
ど
を
行
い
、

農
業
、
商
工
業
、
健
康
、
医
療
、
教
育
分
野
と
も
連
携
す
る

こ
と
で
、
国
際
的
に
も
通
用
す
る
一
大
国
際
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地

域
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
等
の
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
組
織
の
再
生
や
後
継
者
対
策
・
農
地
集
積
な
ど
、
地
域

農
業
の
再
編
を
図
り
、
産
地
強
化
支
援
や
新
品
種
等
の
導
入
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
補
助
を
行
う
こ
と
で
農
業
振
興
を
行
い



　　
　 　

　
　
　
　
　
　
　

　

●元気な農業づくり支援事業（180万円）
　産地強化および新品種・新品目導入の補助を行います。
●新規就農総合支援事業（750万円）
　新規就農者への継続的な支援（最長５年）を行います。
●地区農業組織再生事業（100万円）
　農業経営体・地域営農組織の再構築活動を支援します。
○農業者戸別所得補償制度推進事業（600万円）
○農産物販売推進事業（120万円）
○農業振興対策事業（414万円）
○アスパラガス生産振興事業（100万円）
○中山間地域等直接支払い事業（8,216 万円）
○鳥獣対策事業（285万円）
○農地 ･水 ･環境保全向上対策事業（1,611 万円）

●広域観光推進事業（100万円）
　９市町村広域観光連携会議の事務局経費など
●斑尾高原山の家整備事業（1,156 万円）
　山の家の駐車場および外壁等の改修経費
○インバウンド推進事業（300万円）
○観光地再生モデル推進事業（1,215 万円）
○新幹線開業に向けた誘客ｲﾍﾞﾝﾄ事業（318万円）
○誘客宣伝観光振興事業（1,066 万円）
○観光局運営事業（4,000 万円）○農業者戸別所得補償制度推進事業（600万円）○農業者戸別所得補償制度推進事業（600万円）

○農地 ･水 ･環境保全向上対策事業（1,611 万円）○農地 ･水 ･環境保全向上対策事業（1,611 万円）○農地 ･水 ･環境保全向上対策事業（1,611 万円）○農地 ･水 ･環境保全向上対策事業（1,611 万円）
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平成24年度事業 50年後100 年後も輝き続ける飯山市実現へ
　「第４次総合計画・基本構想」の最終年にあたる平成 24年度
は、「50年後、100年後も輝き続ける飯山市」を実現させるため、
新幹線関連の大型事業をはじめ、産業振興や雇用対策、子育て支
援などを中心に「４つの柱」を設け事業を実施します。
　ここでは、特徴的な事業をお知らせします。

産業の活性化

移住・定住
　通勤・通学対策

0歳からの
　安心・安全、豊かな教育

共存・共栄
　やさしいまちづくり

●新幹線開業 PR推進事業（129万円）
　新幹線開業に向けた情報発信等の PR活動を行います。
○区画整理事業（2億 8159万円）
○駅西地区整備 (駅西線含む )（事業 3908万円）
◯立体駐車場整備事業（1100万円）
○都市計画道路静間線整備事業（1806万円）
◯新幹線飯山駅都市施設整備事業（2億 3,317 万円）
○新幹線飯山駅統合整備事業（1億 2,600 万円）
○都市計画変更事業（570万円）
○公共施設用地及び代替地取得事業（2億 2,500 万円）
○北陸新幹線鉄道整備事業（1億 4,500 万円）
○駅周辺上下水道整備事業 (上下水 )（2,626 万円）

商工業振興 （5億 5,600 万円）
●土産品等開発支援事業（284万円）
　新幹線開業に向け、魅力的な土産品等の開発を目指した研修
　会や事業者支援を行います。
○地域資源活用型起業支援事業 （665万円）
○中小企業資金預託信用保証事業 （5億 1,710 万円）
○企業誘致対策事業（383万円）
○工場用地等取得費補助事業（1,906 万円）
○商工業振興事業（678万円）

魅力あるまちづくり （1億 3,700 万円）

農業振興 （１億 2,400 万円）

◎除雪融雪対策事業（4億 6,755 万円）
　市道の除排雪や除雪車整備、堆雪場用地の取得等を行います。
○公共交通運行等事業（6,886 万円）

子育て支援 （６億 2,100 万円）

飯山らしい教育推進 （1億 3,800 万円）

文化 ･スポーツ振興 （4億 3,700 万円）
○飯山ぷらざ (仮称 ) 建設事業（3億 7,380 万円）
●青少年団体特別活動支援事業（40万円）
　青少年の文化・スポーツ団体等のレベルアップを支援します。
○スポーツ施設リフレッシュ事業（2,500 万円）
◎ジュニアスポーツ振興事業（1,200 万円）
●アルペン交流センター整備事業（1,000 万円）
　アルペンスキーの交流クラブハウス施設整備を行います。
●スポーツツーリズム推進事業（170万円）
　スポーツと観光事業の連携を推進します。
○ふるさとづくり地域社会推進事業（100万円）
○ふるさと学習推進事業（130万円）
○飯山雪国大学事業（343万円）
○読書普及・図書整備事業（576万円）
○地区館 ･公民館事業（298万円）

介護予防及び健康増進（２億 2,900 万円）
◎医師招聘推進事業（550万円）
○特定健康診査等事業 (国保 )（1,258 万円）
○二次予防対象者把握・家族介護支援事業（介護保険）（830万円）
○人間ドック費用助成事業（国保）（801万円）
○健康増進プログラム支援事業（国保）（128万円９
○介護予防すこやか・はつらつ支援事業（介護保険）（2,295 万円）
○健康増進事業（3,068 万円）
◯高齢者等健康診査事業（1,498 万円）
◎地域中核医療機関支援事業（1億 1,571 万円）
○無医地区出張診療所事業（757万円）
●脳脊髄液減少症患者支援事業（80万円）
　患者への治療費支援を行います。
◎障害者・寝たきり老人等タクシー乗車券給付事業（112万円）

防災・減災まちづくり （3,200 万円）
○消防防災施設整備事業（2,055 万円）
●自主防災会育成強化事業（50万円）
　各集落ごとの自主防災組織設置を推進します。
○住宅耐震対策事業（217万円）
○災害救助員派遣事業（461万円）
●防災対策整備事業（450万円）

生活環境・福祉施策 （１億 3,000 万円 ）
○環境 ･ごみ減量 ･再資源化推進事業（583万円）
○リサイクル推進事業（2,624 万円）
◎簡水整備事業（5,627 万円）
○市単公共下水道事業（450万円）
●農集常盤第一地区公共下水道編入事業（431万円）
　農集から公共下水道へのつなぎ込み工事等を行います。
○民生児童委員活動事業（1,270 万円）
○高齢者生きがい対策（2,050 万円）

協働推進 （4,500 万円）
○協働のもりづくり事業（150万円）
○輝く地域づくり支援事業（500万円） 
○集落活動サポート事業（50万円）
○協働のみちづくり事業（3,000 万円）
○協働のむらづくり事業（800万円） 

●新規事業　◎一部新規拡充等　○継続事業
○児童医療給付事業（0～中 3）（5,064 万円）
◎子どものための手当給付事業（3億 6,951 万円）
　3歳未満月額 1万 5千円、３歳～小学 6年（第 1･2 子）1万
　円または 1万 5千円（第 3子）、中学生 1万円を支給します。      
○児童福祉施設整備事業（1,309 万円）
○保育所環境整備事業（3,065 万円）
○児童扶養手当等給付事業（7,779 万円）
○家庭児童相談室設置事業（714万円）
○学童ｸﾗﾌﾞ運営事業（4,239 万円）  
○子育て支援事業（254万円）
○一時保育委託事業（78万円）
○こうのとり支援事業（10万円）　
○第３子以降保育料等無料化（2,604 万円）

○小学校施設リニューアル事業（7,800 万円）
○学力向上総合対策事業（931万円）
●小学校保健室エアコン設置事業（200万円）
　小学校保健室へのエアコンの計画的配置を行います。
○不登校児童生徒支援事業（244万円）
○飯山らしい教育推進事業（331万円）
○外国人英語指導助手 (小中 )（1,681 万円）
○子どもｻﾎﾟｰﾄﾎｰﾑ運営事業（249万円）

○道路新設改良事業（1億 160万円）
○市営住宅整備事業（7,563 万円）
○住宅屋根融雪化事業（200万円）
○三世代等同居住宅建設支援事業（195万円）
◯移住定住支援住宅建設促進事業（960万円）
◯移住定住推進事業（526万円）
○定住回帰支援住宅建設促進事業（1,113 万円）
○ふるさと回帰支援事業（79万円）
○駅周辺まちづくり支援事業（150万円）

44４４つのつの柱柱柱

33４４つのつの柱柱柱

22４４つのつの柱柱柱

11４４つのつの柱柱柱 【新幹線開業に向けて魅力あるまちづくり】
【産業振興と雇用対策、定住施策】

○住宅リフォーム支援事業（1,000 万円）
●さわやか婚活応援事業（50万円）
　未婚男女の出会いの場づくりを支援します。

【子育て支援や高齢者が安心して暮らせる地域づくり】
【飯山らしい教育と文化の香る地域づくり推進】

【産業振興と雇用対策、定住施策】

○平和学習派遣事業（64万円）
○特別支援教育支援員配置事業（1,352 万円）
○ＴＴ教員加配事業（413万円）
○中学校国際交流事業（173万円）
○心の教室相談員設置事業（251万円）
●中学校教育環境調査事業（95万円）
　中学校の施設や教育環境の調査研究を行います。

【子育て支援や高齢者が安心して暮らせる地域づくり】

●まち並整備支援事業（2,060 万円）
　まちづくりデザイン計画に基づいた「まち並修景整備」への
　支援を行います。
●景観計画策定事業（500万円）
　景観保全と育成を図るため、全市域の景観計画を策定します。
◎景観形成整備事業（700万円）
　フラワーロードや花フェスタの事業を拡充します。
○まち並整備事業（5,962 万円）
○仁王像整備事業（2,100 万円）
○飯山城跡整備事業（2,400 万円）

新幹線関連 （11 億 1,200 万円）

交流人口拡大 （8,200 万円）

通勤 ･通学対策 （５億 3,600 万円）

移住・定住推進 （２億 2,000 万円）

その他 （700 万円）
○人権同和教育 ･男女共同参画推（295万円）
◎市税収納率向上対策事業（410万円）

防災・減災まちづくり （3,200 万円）

　各集落ごとの自主防災組織設置を推進します。
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２
月
27
日
に
招
集
さ
れ
た
市

議
会
３
月
定
例
会
は
、
22
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
上
程
し
た

40
議
案
は
す
べ
て
可
決
お
よ
び
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
24
年
度
予
算
案
】

　
一
般
会
計
の
予
算
額
は
総
額

１
３
４
億
１
千
万
円
で
対
前
年
度

比
１・４
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
４
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
】

  

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は

２
億
２
８
６
１
万
円
の
減
額
で
、

こ
れ
に
よ
り
平
成
23
年
度
の
予
算

総
額
は
１
３
７
億
５
６
８
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
特
別
会
計
全
体
で
は

２
９
５
９
万
円
の
減
額
と
な
り
、

水
道
事
業
会
計
で
は
１
５
０
０
万

円
の
減
額
補
正
を
し
て
い
ま
す
。

【
条
例
案　
総
数
８
件
】

▽
飯
山
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」･･･

「
積
立
基
金
」

と「
運
用
基
金
」
を
明
確
に
区
分
。

あ
わ
せ
て
「
福
祉
基
金
」
基
金
条

例
の
別
表
に
追
加
す
る
も
の
。

飯
山
市
債
権
管
理
条
例･･･

参
照

▽
飯
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例･･･

東
日
本
大
震
災
に

係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
の
申
告

等
に
つ
い
て
所
用
の
改
正
を
行
う

も
の
。

▽
飯
山
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例･･･

第
五
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴

い
介
護
保
険
料
を
改
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
事
件
案　
総
数
５
件
】

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

･･･

飯
山
市
精
神
障
害
者
共
同
住

宅
の
指
定
管
理
者
を
指
定
。
①
指

定
の
期
間
…
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

▽
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

･･･

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
。

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て･･･

飯
山
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

【
人
事
案
件　
総
数
１
件
】

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委　
員･･･

阿
部
紀
雄

※
退
任･･･

山
本　

寛

今
年
度
よ
り
「
要
介
護
２
」
の
方
も
対
象

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
対
象
者
を
拡
大

　

市
で
は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て
、
障
害
手
帳
を
お
持

ち
の
方
や
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
、
１
枚
５
０
０
円
分

の
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
居
住
地
区

に
応
じ
た
枚
数
で
交
付
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
介
護
保
険
の

認
定
が
要
介
護
２
の
方
も
対
象
と

し
ま
し
た
。
申
請
方
法
等
詳
し
く

は
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
交
付
対
象
者
】

　
市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
①

〜
④
に
該
当
す
る
在
宅
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
が
、

　
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
、
心
臓
、

　
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
あ
り
、
障

　
害
の
程
度
が
１
級
、
２
級
の
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が

　
Ａ
１
、
Ａ
２
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　
障
害
等
級
が
１
級
の
方

地　区　別 1か月当り
交付枚数

年間
交付枚数

1回乗車当り
使用限度枚数

飯山地区（西山・分道・斑尾を除く） ２ 24枚以内 ２
飯山地区（西山）・秋津地区・木島地区
柳原地区（大川・涌井・堰口・大平を除く）
外様地区・常盤地区

３ 36枚以内 ４

飯山地区（分道・斑尾）・瑞穂地区
柳原地区（大川・涌井・堰口・大平）
富倉地区・太田地区・岡山地区

４ 48枚以内 ６

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

後期高齢者医療保険保険料（率）が

【均等割額】　3万 8,239 円（改正前 3万 6,225 円）
【所得割率】　7.29％（改正前 6.89％）
【限 度 額】　55万円（改正前 50万円）
　※新しい保険料率により算定される「平成 24年
　　度後期高齢者医療保険料額決定通知書」は 7
　　月以降にお知らせします。
【保険料の軽減】
　所得の少ない方などの保険料は引き続き次のと
おり軽減されます。
　○均等割の軽減…右表のとおりです。
　○所得割の軽減…前年の総所得金額から 33万円
　を引いた額が 58万円以下の方は所得割が５割軽
　減されます。
【被用者保険の被扶養者の保険料軽減】
　後期高齢者医療制度加入直前に、社会保険や共
済保険などの被用者保険の被扶養者であった方は、
均等割額が９割軽減されます。また、所得割の負
担はありません。（市町村国保・国保組合は対象外
です。）

市民環境課 国保年金係 ☎ 62-3111 内線 153　長野県後期高齢者医療広域連合 ☎ 026-229-5320

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込ま
れる医療費などの推計を基に、長野県後期高齢者
医療広域連合において 2年ごと見直されます。
　平成 24・25 年度の保険料率は、今後の医療費
などの増加が見込まれることから、長野県後期高
齢者医療広域連合議会 2月定例会の議決を受け、
次のとおり改正されます。

均等割の軽減
　世帯内の「被保険者」と、「世帯主」の
　「前年の総所得金額」の合計額 軽減割合 軽減後の

均等割額

33万円以下
の場合

世帯内の被保険者全員が
年金収入80万円以下（そ
の他の所得なし）の場合

9割軽減 3,823 円

上記以外の方 8.5 割軽減 5,735 円
33 万円＋（24万 5千円 ×世帯主以外の被
保険者数）以下の場合
　※単身世帯の方は該当しません

5割軽減 19,119 円

33 万円＋（35 万円 × 世帯の被保険者数）
以下の場合 2割軽減 30,591 円

保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と
前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額になります。

均等割額
【38,239 円】

所得割額【（前年中の総所得金額等
　　　　　　－ 33万円）×7.29％】

1人当たりの保険料額（限度額 55万円）

＋

＝

後期高齢者医療保険「保険料」の算定方法

適
正
な
債
権
管
理
を
目
指
し
て

「
飯
山
市
債
権
管
理
条
例
」
施
行

企
画
財
政
課 

財
政
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
３

　
よ
り
一
層
の
市
債
権
適
正
管
理

の
た
め
、「
飯
山
市
債
権
管
理
条

例
」
が
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り

施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
債
権
は
、
市
税
か
ら
始

ま
り
、
各
種
保
険
料
、
保
育
料
、

下
水
道
使
用
料
、
水
道
使
用
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
債
権
の
種

類
に
よ
り
根
拠
法
令
な
ど
が
異
な

り
、
事
務
手
続
き
も
多
種
多
様

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
施
行
さ
れ
た
条
例
は
、

債
権
の
適
正
な
保
全
お
よ
び
徴
収

に
つ
い
て
市
長
の
責
務
を
明
確
に

し
た
上
で
、
各
種
債
権
の
徴
収
や

滞
納
処
分
、
強
制
執
行
な
ど
に
つ

い
て
明
確
化
し
、
債
権
管
理
体
制

の
確
立
と
強
化
お
よ
び
適
正
な
債

権
管
理
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
期
待
さ
れ
る
効
果
】

①
債
権
の
徴
収
に
関
す
る
規
定
を

明
確
に
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
滞

納
債
権
の
回
収
な
ど
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
債
権
管
理
条
例
と
あ
わ
せ
、
市

④
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
、

　
２・３・４・５ 

の
方

タクシー乗車券の交付枚数および１回当たり使用限度枚数

変わります。

３月定例会から
飯山市議会

長
の
専
決
処
分
事
項
を
改
正
し
た

こ
と
に
よ
り
、
滞
納
者
に
対
す
る

裁
判
所
へ
の
支
払
督
促
の
申
し
立

て
が
よ
り
簡
便
な
手
続
き
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
今
後
の
運
用
】

　

今
回
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

が
、
そ
の
条
例
に
基
づ
い
て
、
債

権
の
よ
り
適
正
な
管
理
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
市
で
は
、
庁
内

に
未
収
金
対
策
会
議
を
設
置
し
、

全
庁
的
に
徴
収
計
画
を
定
め
る
な

ど
、
各
種
債
権
に
つ
い
て
具
体
的

に
債
権
管
理
を
行
い
、
職
員
研
修

を
行
う
な
ど
未
収
金
対
策
と
債

権
の
適
正
な
管
理
を
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
。
飯
山

市
で
も
、「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯

山
応
援
金
」
制
度
を
設
置
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
等
に
よ
り

平
成
23
年
度
は
全
国
か
ら
43
件
、

合
計
１
１
９
０
万
円
の
応
援
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
応
援
金
は
、
飯
山
市
の
活

性
化
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の
皆

さ
ん
な
ど
に
ご
紹
介
を
お
願
い
し

た
し
ま
す
。

　

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
、
広
報
飯
山
、
高
橋

ま
ゆ
み
人
形
館
無
料
入
館
券
、
飯

山
市
美
術
館
・
ふ
る
さ
と
館
無
料

入
館
券
、
湯
滝
温
泉
利
用
券
、
市

民
リ
フ
ト
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　ふるさと納税制度は、
個人が５000円を超え
るふるさと応援のための
寄付をした時に、住民
税等が控除される制度
で、個人住民税のおお
むね1割を限度として、
一定の控除を受けるこ
とができます。

　

ま
た
、
10
万
円
以
上
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
飯
山
市
の
特

産
品
を
お
送
り
す
る
ほ
か
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念
と
し
て

関
連
施
設
へ
名
前
の
刻
印
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふるさと納税制度

ふ
る
さ
と
納
税
で
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
を
応
援

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
募
集

企
画
財
政
課 

情
報
管
理
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
４

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」
募
集
中

　

市
で
は
、
自
ら
考
え
行
う
事
業

に
対
し
、「
輝
く
地
域
づ
く
り
支

援
金
」
を
交
付
し
、
ふ
る
さ
と
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

応
募
の
締
切
は
、
５
月
25
日
㈮

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
募
集
要

項
等
詳
し
く
は
、
市
報
３
月
号
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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市
と
市
景
観
形
成
推
進
協
議

会
で
は
、
公
共
用
地
な
ど
に
花
壇

づ
く
り
を
行
う
グ
ル
ー
プ
を
次
の

と
お
り
支
援
し
ま
す
。（
次
の
内

ど
ち
ら
か
１
つ
の
み
申
し
込
み
）

①
花
と
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
事
業
（
花
苗
の
配
付
）

・
対
象
者
…
区
有
地
や
沿
道
等
に

花
壇
づ
く
り
を
行
う
団
体
（
区
、

活
性
化
グ
ル
ー
プ
、
有
志
な
ど
）

・
配
付
花
苗
…
宿
根
草
（
３
〜
４
種
類
）

・
配
付
数
…
１
団
体 

80
株
程
度

・
配
付
予
定
日
…
５
月
26
日
㈯

・
申
込
期
限
…
５
月
７
日
㈪

②
花
修
景
活
動
地
域
支
援
事
業

　
（
花
壇
づ
く
り
費
用
の
補
助
）

・
対
象
者
…
①
と
同
じ

・
補
助
額
…
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
２
万
円
限
度
）

・
対
象
経
費
…
花
苗
、
肥
料
用
土
、

農
薬
代
（
用
具
・
鉢
代
・
人
件
費
・

機
械
代
等
は
対
象
外
）

・
申
込
期
限
…
５
月
18
日
㈮

申
込
方
法

　
い
ず
れ
も
、
お
申
し
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
の
花
づ
く
り
活
動
を
お
手
伝
い

 

花
苗
の
配
付
、
花
壇
づ
く
り
費
用
補
助
の
ご
案
内

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
５・２
６
６

　

市
で
は
、
区
等
の
団
体
が
電
気

柵
等
を
購
入
す
る
費
用
に
対
し
て

支
援
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
広
範
囲
に
農
地

と
山
林
と
の
境
に
電
気
柵
を
設
置

す
る
集
落
に
対
し
て
原
材
料
費

の
９
割
を
市
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。

■
交
付
対
象
者

　
区
ま
た
は
地
区
区
長
会
等

■
交
付
対
象
経
費

　

防
護
柵
、
電
気
柵
等
鳥
獣
防

除
に
効
果
の
あ
る
も
の
、
ま
た
は

設
置
に
必
要
な
周
辺
整
備

■
交
付
額

　

原
材
料
費
や
委
託
料
な
ど
の

10
分
の
９
以
内

■
交
付
条
件　
５
年
間
は
適
正

に
設
置
、
維
持
管
理
す
る
こ
と
等

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
農
林
課
耕
地
林
務

係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

飯
山
市
有
害
鳥
獣
防
除
対
策
事
業
交
付
金

農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
５・２
６
６

　

集
落
に
隣
接
す
る
多
く
の
里
山

で
は
、
所
有
者
の
高
齢
化
や
地
域

の
過
疎
化
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
で
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飯山市宅地開発等指導要綱
を策定します。

■事前協議が必要となる宅地開発等
　①面積が 500㎡以上の宅地開発等
　②３戸以上の共同住宅等の建築に伴う宅地開発等
　③接道する道路が未舗装または幅員が４ｍ未満の宅地開
　　発等
■要綱の対象とならない宅地開発等
　他法令等により制限・規制がされている次の事項に該当
する場合は要綱の対象とはなりません。
　①都市計画法第 29条に該当する行為（都市計画区域
　　3000㎡、区域外 5000㎡以上の開発行為）
　②森林法第 10条の 2の区域内における行為（地域森林
　　計画計画対象民有林・保安林）
　③県自然環境保全条例に基づく「郷土環境保全区域」内
　　の行為
　④飯山市自然保護条例の対象となる行為（別荘団地・ス
　　キー場）
■事前協議の実施内容
　宅地開発等を行う行為者は、事前に市へ宅地開発等協議
届出書、関係図書等を提出し、協議を行うとともに、市か
らの「協議済通知書」を受けてから宅地開発等に着手でき
ることとします。

■宅地開発等に係る関係者との事前協議および周知の実施
　①関係者（地元区・下流排水所有者等）と必要に応じ協
　　議を実施し、その結果等に基づき市への届出を行うこ
　　ととします。
　②宅地開発等の内容を表示した標識等を設置し、周知を
　　図ります。
■宅地開発等に対する指導等の実施
　①土地の形状や開発される道路・水路などの構造物や接
　　道する道路等について、都市計画法や同法施行令、道
　　路構造令等に基づいた指導、助言を行います。
　②消防指導要綱（岳北広域行政組合施行）に基づいた指
　　導、助言を行います。
　③水道事業管理者等が定める設計基準による、上下水道
　　施設の設置に関する指導、助言を行います。また、施
　　工後の管理者への移管（本管扱い）の義務付けを行い
　　ます。
　④宅地開発等に併せ地下水取水設備（消雪施設）計画が
　　ある場合には、事前協議の対象とします。（ポンプ能
　　力や揚水位置）
　⑤宅地開発等により新たに発生する道路等の土地及び従
　　前の道路等の土地は、管理者との協議を行い、協議に
　　基づき交換・寄付等の帰属手続きを義務付けます。

　市では、小中規模の宅地等の開発行為に関して、
事前に開発者（個人・事業者）と協議を行うこと
により、良好な居住環境の保全や適正な土地利用、
公共施設の維持管理を図るための「飯山市宅地開
発等指導要綱」（以下「要綱」）の策定をしています。
　なお、詳しい要綱（案）については、市ホームペー
ジでご覧になれます。

まちづくり課 計画係 ☎ 62-3111 内線 241・244　飯山市ホームページURL　http://www.city.iiyama.nagano.jp/
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良好な居住環境の保全などを図るため 飯山都市計画の変更（案）
に関する公聴会を開催

　県では、都市計画区域拡大を含む飯山都市計画の変更案の作成
にあたり、区域の整備、開発および保全の方針の変更（長野県決
定）について、広く地域住民の皆様からご意見をお聴きし、計画
に反映させるため、以下のとおり「公聴会」を開催します。また、
公聴会で公述（発言）していただく方も併せて募集します。

【都市計画案の閲覧について】（土日祝祭日除く 8:30 ～ 17:15）
　□閲覧期間 ：４月 26日（木）～５月 18日（金）
（長野県HP：http://www.pref.nagano.jp/doboku/tosi/kochokai/kochokai.htm）
【公述の申出について】
　公述の申出は、都市計画案区域内に土地を所有される方や利害
　関係を有する方に限ります。｢公述申出書｣（閲覧箇所に配置）
　に必要事項をご記入のうえ、５月 11日（金）までに提出して
　ください。なお、応募者多数または公述内容が不適当であると
　認められる等の場合は、お断りすることなどがあります。詳し
　くは、県ホームページをご覧ください。
【公聴会について】
　□日　時　５月 19日（土） 午後２時から
　□場　所　飯山市役所 ４階 第１委員会室　　
　□傍聴等について
　　公聴会の傍聴は自由ですが、希望者多数の場合は入場をお断
　　りすることがあります。なお、公述人がいない場合は、公聴
　　会を中止します。「中止」する場合は、県報や県ホームペー
　　ジにてお知らせします。
【閲覧、公述の申出、お問い合わせ先】
　長野県 建設部 都市計画課 ☎ 026-235-7297
　長野県 北信建設事務所 整備課 ☎ 0269-28-0773　
　飯山市役所 まちづくり課 計画係 ☎ 62-3111 内線 242

公述（発言）される方を併せて募集します
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放射性物質暫定規制値が新基準へ変更

ご利用ください

水道水の放射線物質測定結果

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187　FAX 62-3127

13　市報いいやま/12.4 12

　成人の体力は 20 歳代にピークとなり 30 歳
ぐらいから数パーセントづつ低下し、30 パー
セント程度まで低下すると介護が必要になる
と言われています。また、血圧・中性脂肪・
血糖などが高い人は、脳卒中や糖尿病などの
生活習慣病にかかるリスクが高くなることか
らも、若い時からのトレーニングが大切です。
　『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』は、さま
ざまな運動や専門スタッフからのアドバイス
を通じて、楽しく健康生活が身につけられる
プログラムとなっています。体重が気になる
方や体力をつけたい方、血液データを改善し
たい方や自分にあった運動方法を見つけたい
方もぜひご参加ください。

最近カラダ動かしてますか？　今年こそ運動を始めてみませんか

■日時・回数
　【 夜の部 A 】（19:00 ～ 20:30）（  6/5 ～ 9/25 の各火曜日）全 15回
　【 夜の部 B 】（19:00 ～ 20:30）（11/13 ～ 3/5 の各火曜日）全 15回
　【 昼の部C 】（  9:30 ～ 11:30）（5/29 ～ 9/18 の各火曜日）全 12回
　【 昼の部D 】（  9:30 ～ 11:30）（11/6 ～ 2/26 の各火曜日）全 12回
■定　　員　各コース 12名（定員になりしだい締切）
■参 加 費　7,000 円（血液検査代、保険料、トレーニングバンド等代金）
■対 象 者　飯山市在住の 19歳以上の方
　（昼の部：おおむね 74歳以下　夜の部：おおむね 60歳以下）
　※ただし、病気等により現在治療中の方は医師に相談のうえ教室参加
　　を勧められた方に限ります。また心臓疾患で過去に治療された方は
　　参加できません。
■申込方法　電話または FAXでお申し込みください。
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『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』 参加者
募　集

募集要項

上下水道課 工務係 ☎ 62-3111 内線 223

　平成 24 年４月から食品衛生法に基づく放射性物質の暫
定規制値が新基準（水道水：200 ベクレル／㌔㌘⇨ 10 ベ
クレル／㌔㌘）に替わるに伴い、市では再度水道水の放射
線物質の検査を行いました。
　検査の結果、いずれの検査値も不検出（検出下限値（1
ベクレル／㌔㌘）未満）となりました。
　飯山市のおいしい水道水を安心してご利用ください。

原　水
箇　所

放射能測定結果（Bq/㎏）
ヨウ素 -131 セシウム -134 セシウム -137 検出下限値

斑　尾 不検出 不検出 不検出 1
瑞　穂 不検出 不検出 不検出 1
温　井 不検出 不検出 不検出 1

第８回 いいやまアンチエイジング＆メタボ対策研究会 講演会

「発酵食品」
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181　FAX 62-3127
飯山赤十字病院 地域医療連携係 62-4195　FAX 62-1982

5月22日㊋ 18:30 ～ 20:00 飯山市民会館
日 時 会 場

講演①　「長野と発酵食品」
　　　　　　　　　マルコメ株式会社 代表取締役社長
　　　　　　　　　　　 　　青 木 時 男
講演②　「塩麹ブームと抗メタボ効果」
　　　　　　　　　順天堂大学 教授　 　白 澤 卓 二

　「いいやまアンチエイジング＆メタボ対策研究会」では、
「発酵食品」を研究テーマに第８回講演会を開催します。
　参加を希望される方は、市役所保健福祉課または飯山赤
十字病院地域医療連携係までお申し込みください。

原水の種類：地下水　測定対象：蛇口水　採取日：H24.2.28
水道水の放射線物質の測定結果

　市では、平成 24 年度から土産品の開発を支援す
るために「土産品開発支援事業補助金」を創設しま
した。
【対 象 者】
　市内で販売するための土産品の開発などを計画し
ている法人または個人で、市税等に滞納がない者
【対象事業】
　土産品の開発若しくは改良又は販路拡大を行うこ
とで、地域経済への貢献と情報発信が見込まれる事
業。ただし、販売に結びつく土産品であること。
【対象経費】
　開発、改良に伴う設備、備品の購入費、原材料費。
包装のデザイン料、作成費。販路拡大に伴う経費。
【補助割合】　対象経費の 2分の 1（上限 20万円）
【注意事項】　計画の段階でご相談ください。

商工観光課 商工観光係 ☎ 62-3111 内線 211・212

土産品開発支援事業補助金

測定機関：㈱科学技術開発センター　　測定機器：ゲルマニウム半導体検出器

施設名（地区名）  測定日 天候 測定値
50cm １ｍ

飯 山 市 役 所（飯山） 3/30 晴れ 0.07 0.07
あ き は保育園（飯山） 3/21 晴れ 0.07 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 3/21 晴れ 0.07 0.07
め ぐ み保育園（飯山） 3/21 晴れ 0.06 0.07
しろやま保育園（飯山） 3/21 晴れ 0.08 0.08
秋　 津 保 育 園（秋津） 3/21 晴れ 0.06 0.06
木 島 保 育 園（木島） 3/21 晴れ 0.05 0.06
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 3/21 晴れ 0.06 0.05
いずみだい保育園（柳原） 3/22 晴れ 0.06 0.07
常 盤 保 育 園（常盤） 3/22 晴れ 0.06 0.06
と が り 保 育 園（太田） 3/22 晴れ 0.07 0.07
しらかば保育園（岡山） 3/22 晴れ 0.05 0.06
飯 山 小 学 校（飯山） 3/21 晴れ 0.08 0.08
秋 津 小 学 校（秋津） 3/21 晴れ 0.06 0.07
木 島 小 学 校（木島） 3/21 晴れ 0.07 0.07
東 小 学 校（瑞穂） 3/21 晴れ 0.07 0.07
泉 台 小 学 校（柳原） 3/22 晴れ 0.06 0.07
常 盤 小 学 校（常盤） 3/22 晴れ 0.07 0.08
戸 狩 小 学 校（太田） 3/21 晴れ 0.06 0.06
岡 山 小 学 校（岡山） 3/27 晴れ 0.06 0.07
城 南 中 学 校（飯山） 3/21 晴れ 0.07 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 3/22 晴れ 0.06 0.06
外様活性化ｾﾝﾀｰ（外様） 3/6 晴れ 0.06 0.06
富倉活性化ｾﾝﾀｰ（富倉） 3/6 晴れ 0.06 0.06

　3月中の市内空間放射線量測定値を公表します。測
定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市営住宅入居者募集

【募集団地等】　木島若者住宅 1 戸　関沢若者住宅 1 戸　上新田住宅 2 戸
【応 募 期 間】　4/26（木）～ 5/11（金）
【選考方法等】　申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします。
【抽 選 日 時】　5/22（火）午前 10時～　市役所４階

　申し込み方法等詳しくは、お問い合わせください。

いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252
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　市では、地域資源を活用して市内で起業・創業を計画す
る皆さんへ「地域資源活用型起業支援事業
補助金」による支援を行っています。
【対 象 者】
　市内で新たな事業を予定している法人
　または個人で、市税等に滞納がない者
【対象事業】
　市内で新たに地域資源（地域で特産として相当程度認識
　されている農林水産物、鉱工業品、観光資源等）を活用
　して店舗開設（起業・業種拡大）を行うことで、地域経
　済への貢献、雇用創出、地域振興が見込まれる事業。
【対象経費】
　事業に必要な設備の取得、設置、改修および建物の取得、
　改修に要する経費（土地の取得費およびそれに伴う移転
　補償に要する経費を除く。）
【補助割合】
　①市内に法人登記のある法人、市内に住民票のある
　　個人事業者
　　　対象経費の２分の１の額（上限 200万円）
　②市外に法人登記のある法人、市外に住民票のある
　　個人事業者
　　　対象経費の３分の１の額（上限 200万円）
【対象区域】　飯山市全域
【注意事項】
　事業着工後や開業後の申請は対象となりません。

あなたの起業を応援します
地域資源活用型起業支援事業補助金

商工観光課 商工観光係 ☎ 62-3111 内線 211･212

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192
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経済部に広域観光推進室・同室に広域観光係を新設。
商工観光課 商工係と観光係を統合して商工観光係。
農林課 振興係と農政係を統合して農業振興係。市役所の機構

平成24年4月


